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審議概要 4

【意見等】
・検討結果について、世田谷区立区民センター連絡協議会における確認事項なども明記するこ
と。
【審議結果】

・付議事案を了承とする。
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【意見等】
・まちづくりセンター、あんしんすこやかセンター、社会福祉協議会の三者の連携が容易であ
り、相談室などプライバシーに配慮した施設であることの説明があった。
・現場の意見を反映していくこと。

【審議結果】
・付議事案を了承とする。

審議概要 1

【意見等】
・年次別計画はあるのかという質問に対し、５年ごとに実施する世田谷区土地利用現況調査にあ
わせて、空家等の実態を把握し、対応策を検討していくとの説明があった。
・本計画のどの辺りが世田谷独自の内容といえるのかという質問に対し、空家等実態調査とし
て、現地調査や所有者アンケートを行うとともに、区内の専門家・企業等にヒアリングして作成
しているため、区の実情を踏まえた計画となっているとの説明があった。また、世田谷の特色と
して、不動産の需要が高く、流通が機能していることが挙げられるため、所有者に働きかけて流
通に乗せ、管理不全な空家を増やさないことが、街並み等、地域の文化的な価値を守る為にも第
一と考えるとの説明があった。
・空家等の利活用、高齢化社会、コミュニティの活性化などについて、総論を記載すること。
・「地域共生のいえ」や「ふれあいの家」の取組みについても触れ、空き家等地域貢献活用事業
の事例をより詳細に記載すること。
・公共建築物のリノベーション、コンバージョンにも取り組んでいることを記載すること。

【審議結果】
　付議事案を了承とする。

審議概要 2

【意見等】
・仮称世田谷区立玉川地域拠点保育園の新築工事基本設計について、住民説明会での意見等を踏
まえ、中間段階として建物配置案等を取りまとめた旨の説明があった。
・今後は、当該建物配置案等について住民説明会を行ったうえで、基本設計の詳細を固めていく
旨の説明があった。
・園庭や建物の配置に対する考え方を示すほか、中間まとめに盛り込む内容を整理すること。
・保育園ができることを契機に、地域のコミュニケーションが向上するような仕掛けを検討する
こと。

【審議結果】
　付議事案を了承とする。

区長、宮崎副区長、岡田副区長、教育長、世田谷総合支所長、北沢総合支所長、玉川総合支所長、砧
総合支所長、烏山総合支所長、政策経営部長、総務部長、地域行政部長、区長室長、生活文化部長
（途中退出）、都市整備政策部長、会計管理者、教育次長（途中退出）、区議会事務局長（途中退
出）

会　議　録

平成３０年２月９日開催政策会議

開催日時
平成３０年２月９日（金曜日）　午前９時００分から

                                　午前１１時３０分まで
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